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大
型
店
舗
対
策
要
綱
を
施
行

　
市
で
は
、
昭
和
五
十
二
年
四
月
一

日
k
り
「
レ
日
町
市
大
型
店
舗
対
策

要
綱
」
を
施
行
す
る
．
；
　
に
な
り
ま

し
た
。

　
こ
れ
は
、
大
型
店
舗
の
出
店
に
当

、
て
消
費
者
利
益
の
保
護
に
配
慮
し

㌦
つ
、
大
型
店
舗
に
お
け
う
小
売
業

ご
周
還
の
中
小
小
売
業
の
事
業
活
動

の
機
会
の
適
正
な
確
保
を
図
り
、
地

域
商
業
の
健
全
な
発
展
を
期
す
二
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す

　
要
綱
で
は
、
大
型
店
舗
の
出
店
に

係
る
諸
問
題
を
調
査
、
研
究
し
、
基

本
的
な
対
策
を
協
議
す
る
た
め
、
大

型
店
舗
対
策
協
議
会
（
庶
務
は
商
工

課
）
を
設
置
し
、
つ
ぎ
の
こ
と
に
つ

い
て
協
議
す
る
と
し
て
い
ま
す
．
、

ガ
し
こ
い
消
馨
⑳

　
も

　
　
　
分
離
す
る
マ
ヨ
ネ
ー

　
　
　
　
冷
蔵
庫
な
ど
に
保
存
し
て

　
　
　
い
る
う
ち
に
油
相
部
分
と
水

　
ジ

　
　
　
相
部
分
が
分
離
し
て
し
ま
っ

　
　
　
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
e

　
　
　
　
マ
ヨ
ネ
ー
ス
は
温
度
が
○

　
　
　
℃
以
下
に
な
っ
た
時
、
通
部

　
　
　
と
水
溶
部
と
の
凍
結
温
度
の

ら
　
難
讐

蒲
　
灘
嬌

彦
〃
鍵
轟
恥

　
ω
大
型
店
舗
対
策
に
係
る
基
本
的

な
事
項
に
関
す
る
こ
と
．
、

　
働
中
規
模
店
舗
の
出
店
に
係
る
指

導
、
助
言
又
は
あ
っ
せ
ん
に
関
す
る

二
と
。

　
個
中
小
小
売
業
の
近
代
化
及
び
》
、

の
育
成
に
関
す
る
．
〕
と
．

　
凶
商
店
街
の
近
代
化
及
び
そ
の
発

展
に
関
す
る
．
一
と
。

　
㈲
そ
の
他
大
型
店
舗
対
策
を
推
進

す
る
た
め
必
要
な
事
項
に
関
す
る
．
｝

レ
」
っ

　
こ
の
ほ
か
、
中
規
模
店
舗
（
店
舗

面
積
千
五
百
平
方
眉
未
満
）
を
新
設

又
は
増
設
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
開

店
日
の
六
ヵ
月
前
ま
で
に
、
中
規
模

店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
営
も
う
と

す
る
者
は
、
そ
の
営
業
開
始
日
の
四

ヵ
月
前
ま
で
に
、
そ
れ
ぞ
れ
市
長
へ

の
届
け
出
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
公
民
館
利
用
団
体
の

　
　
　
　
　
申
し
込
み
を
ー

　
　
　
　
訟

　
　
　
　
　
9

辰
喜

　
市
公
民
館
で
は
、
市
民
の
社
会
教

育
活
動
を
盛
ん
に
す
る
た
め
、
団
体
、

グ
ル
ー
プ
等
に
会
場
を
提
供
し
て
い

ま
す
。

　
今
年
度
、
市
公
民
館
（
本
館
）
を

毎
月
一
回
以
上
定
期
的
に
使
用
し
て
、

学
習
、
文
化
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

等
の
社
会
教
育
活
動
を
行
い
た
い
団

体
、
グ
ル
ー
プ
の
利
胴
申
し
込
み
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
．

　
利
用
希
望
の
団
体
等
の
代
表
者
の

方
は
、
四
月
二
十
日
（
水
）
ま
で
に

市
公
民
館
事
務
室
に
お
い
で
く
だ
さ

昭
和
52
年
度
銃
砲
刀
剣
類
登
録

審
査
会
を
開
催

　
日
時
（
予
定
）
…
四
月
十
五
日
囲
．

六
月
十
五
日
困
・
九
月
十
六
日
團
．

十
一
月
十
六
日
困
　
時
間
は
い
ず
れ

も
午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
。

　
場
所
…
長
岡
市
厚
生
会
館
（
大
手

通
一
丁
目
）

　
持
参
す
る
も
の
…
■
登
録
を
受
け

よ
う
と
す
る
銃
砲
刀
剣
類
■
所
轄
警

察
署
か
ら
交
付
を
受
け
た
銃
砲
刀
剣

類
発
見
届
出
受
理
証
■
登
録
手
数
料

一
件
に
つ
き
五
百
円
（
新
潟
県
収
入

証
紙
で
納
入
）
■
印
鑑

　
そ
の
他
…
登
録
審
査
会
で
登
録
手

続
等
を
行
う
者
は
、
登
録
申
請
者
本

人
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
が
、
事

情
に
よ
り
代
人
が
行
う
場
合
は
、
登

録
申
請
者
の
家
族
ま
た
は
責
任
あ
る

者
が
行
う
こ
と
．
■
銃
砲
刀
剣
類
を

持
参
す
る
場
合
は
、
包
装
に
十
分
注

意
し
危
険
の
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

寄
付
あ
り
が
と
う

　
市
民
会
館
へ
　
▼
ナ
ツ
メ
・
愛
好

会
（
会
長
・
丸
山
秀
二
）
　
マ
イ
ク

・
ホ
ン
ニ
本
（
四
万
六
千
円
相
当
）

　
社
会
福
祉
事
業
へ
　
▼
十
日
町
市

農
業
協
同
組
合
　
二
万
円
　
▼
十
日

町
地
区
同
盟
　
四
万
千
九
百
十
二
円

　
▼
小
海
一
良
（
春
日
町
一
）
　
四
万

円
（
香
典
返
し
）
　
▼
山
田
英
吉
（
上

新
田
）
五
百
五
円
　
▼
蕪
木
ト
ミ

　
（
学
校
町
〉
五
千
円
　
▼
う
し
と
ら

会
　
一
万
円
（
雪
ま
つ
り
売
店
利
益
）

▼
馬
場
小
学
校
職
員
一
同
　
四
千
円

▼
十
日
町
水
道
工
業
有
志
　
一
万
八

千
七
百
十
五
円
　
▼
匿
名
二
件
　
二

万
五
白
円
　
▼
庭
野
利
一
（
田
川
町

一
）
一
万
円
（
香
典
返
し
）

　
ト
ル
コ
地
震
救
援
金
　
▼
十
日
町

小
学
校
五
年
二
組
六
百
一
円

停
電
の
お
知
ら
せ

▼
四
月
二
十
二
日
團
　
午
前
八
時
半

～
午
後
一
時
ま
で
。
吉
田
山
谷
の
一

部
　
▼
四
月
二
十
六
日
図
　
午
前
九

時
～
午
後
一
時
ま
で
．
高
田
町
一
丁

目
の
一
部
、
昭
和
町
一
丁
目
の
．
部
、

昭
和
町
二
・
三
丁
目
、
高
田
町
二
丁

目
、
泉
町
の
一
部
、
栄
町
、
寿
町
四

丁
目
の
一
部
、
袋
町
東
・
中
・
西
区

の
各
一
部
、
本
町
西
一
丁
目
　
▼
四

月
二
十
七
日
困
　
午
前
九
時
～
午
後

一
時
ま
で
。
笹
之
沢
、
池
の
平
、
孕

石
、
落
ノ
水
、
長
里
、
控
木
．

　
そ
車
賃
㌦
ホ
つ
ビ
リ
で

　
服
も
箸
眠
3
レ
．
爵
④
巌

蔭
謬
2
承
齢
廷
さ
し

、
『
駁
物
艮
ひ
槍
魯
一
，
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月　日 地　　　区 期　　間 場　　所

4月25日

（月曜）

十日町・川治
9二〇〇～11二30

保　健　所
13二10～15二30

中　　　　条
9二〇〇～10二30 中条公民館

10二50～11二20 新水診療所

下　　　　条
13二30～14二40 下条出張所
15：00～15：30 東下組小学校

4月26日

（火曜）

十日町・川治
新座・大井田

9二〇〇～11二30
市民体育館

13：20～15二〇〇

水　　　　沢

9：00～10二〇〇 馬場飼育所
10二15～11：30 水沢出張所
13二30～14：00 野中小学校

十日町山地 14二40～15二〇〇 赤倉分校

4月27日

（水曜）

吉　　　　田

9：00～9二30 吉田出張所
9二50～10：00 名ケ山小学校

10二20～11：00 真田小学校
八　　　　箇 13二30～14：00 八箇小学校
六　　　　箇 14：30～15二〇〇 六　　出張所

■市勢／人ロ…50，674人（男24，734・女25，940人）／世帯数…11，968／面積…21L44k㎡（3月1日現在）
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去
る
五
月
八
日
は
、
十
日
町
市
の
成
人
式
の
日
。
こ
の

日
，
大
人
の
仲
間
入
り
を
し
た
若
者
は
，
七
百
四
十
六
人

（
男
一
＝
二
八
・
女
四
〇
八
）
　
　
　
。

『
生
に
｝
度
し
か
味
わ
え
な
い
こ
の
セ
レ
モ
ニ
ー
を
迎
え

一
干
歳
の
若
人
は
何
を
感
じ
、
何
を
考
え
て
い
る
で
し
よ

う
か
。

　
今
月
は
、
華
や
か
な
成
人
式
を
．
よ
り
｝
層
若
者
ら
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
印
象
づ
け
よ
う
と
、
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
十
五
日
に
新
成
人
祭
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
企
画
し
て
い
る
実
行
委
員

の
み
な
さ
ん
に
、
二
十
歳

の
感
想
を
お
寄
せ
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
小
林
　
　
隆
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
蕪
重
織
物
勤
務
）

　
今
ま
で
は
、
囲
り
の
人
達
に
ま
か

せ
て
過
ご
し
て
き
た
よ
う
な
気
が
す

る
が
、
こ
れ
か
ら
は
無
気
力
だ
と
言

わ
れ
る
こ
と
な
く
、
自
分
イ
．
、
物
事
を

判
断
し
進
ん
で
行
き
た
い
。

き
た
い
、

　
涌
井
順
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
市
役
所
勤
務
）

　
実
感
と
し
て
の
二
十
歳
は
わ
か
ら

な
い
。
か
え
q
て
高
校
を
卒
業
し
た

時
大
人
を
意
識
し
ま
し
荏
、
い
ろ
い

ろ
な
事
を
や
り
、
い
ろ
い
ろ
な
事
を

経
験
し
た
い
し
、
い
つ
ま
で
も
若
く

あ
り
た
い
。

　
尾
身
つ
た
え
さ
ん

　
（
十
日
町
ド
レ
ス
メ
ー
カ
ー
在
学
）

　
ま
だ
学
校
に
行
っ
て
い
る
こ
と
で

甘
え
と
い
っ
た
も
の
が
あ
り
ま
し
た

が
、
成
人
を
期
に
、
も
っ
と
ま
じ
め

に
生
き
て
行
き
た
い
。

一一あなたもぜひご参加を一一

　今年度成人式を迎えた青年たちび）自主企

画による’77新成人祭を次び）とおり行いま

す。

日　時　5月15日（日）午後1時～5時

会場市民体育館
内容フォークダンス・ゲーム・歌なと

参加費　1人300円（当日持参ください）

用　意　軽スポーツできる服装・運動靴

＊準備の都合、希望者は5月14日までに公

　民館（本館）新成人祭実行委員会（電7

　－5011番）へ

　
大
熊
悦
子
さ
ん

　
　
　
　
（
大
島
電
気
商
会
勤
務
）

　
大
人
に
な
っ
た
と
い
う
感
じ
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
二
十
歳
に
な
っ
た
と

い
う
感
じ
で
す
．
会
社
に
入
っ
た
時

そ
の
責
任
を
痛
感
し
ま
し
た
が
、
そ

の
気
持
を
忘
れ
ず
に
が
ん
ば
り
た
い
。

　
柳
　
　
安
寿
ヤ
・
元

　
　
　
　
　
　
（
滝
文
工
業
勤
務
）

　
成
人
し
た
と
い
う
こ
と
に
こ
だ
わ

ら
ず
、
自
分
の
生
き
方
と
し
て
他
人

の
や
っ
て
い
な
い
こ
と
を
や
っ
て
行

　
渡
辺
幹
夫
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
た
き
よ
し
勤
務
）

　
十
五
歳
の
時
、
青
春
の
尊
さ
と
い

っ
た
も
の
を
知
り
、
そ
れ
以
来
ず
っ

と
山
登
り
を
し
て
き
た
が
、
二
十
歳

に
な
っ
て
も
青
春
を
大
事
に
し
て
、

満
足
の
行
く
自
分
の
歴
史
を
作
り
た

　
小
林
弘
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
市
農
協
勤
務
）

　
二
十
歳
に
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て

特
別
何
を
や
り
た
い
と
い
う
事
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
就
職
し
た
時
か
ら
や

り
た
い
と
思
っ
て
い
る
事
が
あ
り
ま

す
の
で
、
そ
れ
を
生
涯
続
け
て
行
き

た
い
。

　
飯
塚
知
弥
子
さ
ん

　
　
　
　
　
（
十
日
町
商
事
勤
務
）

　
社
会
に
入
っ
て
三
年
目
に
な
り
ま

す
が
、
今
ま
で
以
上
に
会
社
な
ど
で

役
に
立
つ
よ
う
に
な
り
た
い
と
思
い

ま
す
．
今
ま
で
自
己
中
心
的
に
生
き

て
き
た
よ
う
な
気
が
す
る
の
で
、
人

間
に
対
す
る
思
い
や
り
を
大
事
に
し

て
行
き
た
い
し
、
自
分
に
対
し
責
任

を
持
っ
て
行
き
た
い
。

　
岡
田
俊
之
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
滝
匠
勤
務
）

　
二
十
歳
に
な
っ
た
、
大
人
に
な
っ

た
と
い
う
実
感
は
な
い
し
、
自
分
自

身
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
だ
と
思
っ
て

い
る
。

　
矢
ロ
雪
江
さ
ん

　
　
　
（
信
組
十
日
町
支
店
勤
務
）

　
二
十
歳
に
な
っ
て
、
あ
ら
た
め
て

と
い
う
の
で
は
な
い
で
す
が
、
自
分

自
身
で
物
事
を
考
え
、
自
分
の
歩
く

道
と
い
っ
た
も
の
を
特
っ
て
い
た
い

そ
れ
が
、
も
し
か
し
た
ら
私
ら
し
い

個
性
、
魅
力
と
し
て
他
人
の
目
に
映

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

写真

岡
田
さ
ん

経
沢
さ
ん

福
崎
さ
ん

小
林
さ
ん

飯
塚
さ
ん

／
ー
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経
沢
　
　
等
さ
ん

　
　
　
　
　
（
関
織
物
勤
務
）

　
二
十
歳
に
な
っ
て
煙
草
を
や
め
た
．

で
き
れ
ば
十
代
ら
し
い
生
き
方
を
忘

れ
な
い
で
行
き
た
い
。

　
村
山
よ
し
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
根
茂
織
物
勤
務
）

　
今
ま
で
通
り
や
っ
て
行
け
れ
ば
す

ば
ら
し
い
と
田
心
う
。

　
福
崎
年
文
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
小
泉
電
気
勤
務
）

　
社
会
人
と
し
て
責
任
を
持
っ
て
行

動
し
て
行
き
た
い
。
そ
れ
が
、
一
人

前
の
人
間
と
い
わ
れ
る
第
一
歩
だ
と

思
う
。

　
福
崎
洋
子
さ
ん

　
　
　
　
（
服
部
歯
科
医
院
勤
務
）

　
二
十
歳
に
な
っ
た
の
を
き
っ
か
け

に
し
て
い
ろ
い
ろ
な
事
を
や
っ
て
み

た
い
．
今
ま
で
い
ろ
い
ろ
な
先
輩
か

ら
ア
ド
バ
イ
ス
さ
れ
て
や
っ
て
き
た

が
、
こ
れ
か
ら
は
自
分
も
後
輩
に
何

か
助
言
の
で
き
る
よ
う
な
人
問
に
な

り
た
い
。

　
金
沢
　
　
勝
さ
ん

　
　
　
　
　
（
青
山
茂
商
店
勤
務
）

　
や
っ
と
一
人
前
に
何
事
も
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
大
人
の
仲
間
入
り
が

で
き
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
若
者
ら

し
く
行
動
し
て
十
日
町
の
た
め
に
働

き
た
い
。

とお∬9」影（3）

若
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
海
外
に
ー

青
年
海
外
協
力
隊
員
墓
集

　
青
年
海
外
協
力
隊
は
、
ア
ジ
ア
、

ア
フ
リ
カ
、
中
近
東
、
中
南
米
、
南

太
平
洋
の
開
発
途
上
に
あ
る
国
々
に

対
し
て
、
経
済
、
社
会
の
発
展
の
た

め
に
技
術
・
技
能
を
身
に
つ
け
た
、

心
身
と
も
に
健
全
な
旨
本
の
青
年
を

派
遣
し
て
、
各
国
の
国
づ
く
り
に
協

力
し
て
い
ま
す
。

　
協
力
隊
で
は
、
昭
和
五
十
二
年
度

第
二
次
派
遣
の
隊
員
を
つ
ぎ
の
と
お

り
募
集
し
て
い
ま
す
．

　
資
格
満
二
十
歳
以
上
、
原
則
と

し
て
三
十
五
歳
ま
で
の
男
女
。

　
願
書
締
切
　
五
十
二
年
五
月
三
十

一
日
必
着
。

　
選
考
試
験
　
第
一
次
（
筆
記
－
論

文
・
英
語
・
技
術
）
七
月
十
七
日

第
二
次
（
面
接
－
個
人
・
技
術
・
英

会
話
）
八
月
十
五
～
二
十
日
の
一
日

　
派
遣
前
訓
練
　
四
ヵ
月
間
（
前
期

組
ー
レ
月
一
目
訓
練
開
始
二
月
中
旬

出
発
予
定
。
後
期
組
－
十
二
月
一
日

訓
練
開
始
四
月
中
旬
出
発
予
定
V

　
派
遣
期
間
　
二
年
間

　
応
募
方
法
　
応
募
方
法
等
詳
し
い

資
料
．
こ
希
望
の
方
は
、
返
信
用
切
手

（
二
百
円
）
同
封
の
上
、
青
年
海
外
協

力
隊
事
務
局
（
〒
一
吾
東
京
都
渋
谷

区
広
尾
四
－
二
－
二
四
）
へ
．

　
海
外
就
職
へ
の
説
明
と

　
　
　
　
　
　
映
画
会
を
開
催

　
国
際
協
力
事
業
団
で
は
、
ブ
ラ
ジ

ル
・
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
・
カ
ナ
ダ
な
ど

の
海
外
で
働
き
た
い
方
に
対
し
イ
＼

映
画
と
説
明
会
を
、
つ
ぎ
の
と
お
り

行
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。

　
日
時
　
五
月
二
十
日
（
金
）
午
後
六

時
半
～

　
場
所
　
市
公
民
館
本
館

　
内
容
　
映
画
と
相
談
。
　
「
海
を
渡

っ
た
青
春
」
　
「
大
地
の
詩
」
　
「
サ
ン

パ
ウ
・
で
乾
杯
」

　
そ
の
他
そ
の
他
詳
し
く
は
、
国

際
事
業
団
新
潟
事
務
所
（
新
潟
市
新

潟
駅
前
帝
石
ビ
ル
ニ
〇
七
号
　
8
0

二
五
二
（
四
七
）
一
九
一
八
番
）
へ
。

小
ロ
資
金
を
貸
し
付
け
ま
す

　
新
潟
県
民
生
部
国
民
年
金
課
で
は

昭
和
五
十
二
年
度
の
年
金
福
祉
事
業

団
が
行
う
国
民
年
金
等
の
年
金
受
給

権
を
担
保
と
す
る
小
口
資
金
の
貸
し

付
け
希
望
者
を
つ
ぎ
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

　
貸
付
対
象
者
　
現
在
、
国
民
年
金

や
厚
生
年
金
、
船
員
保
険
の
支
払
い

を
受
け
て
い
る
方
。

　
貸
付
金
額
　
年
金
支
払
金
の
一
・

五
倍
相
当
額
で
十
万
円
以
上
百
万
円

以
内
。

　
利
率
　
年
七
・
五
創
7。

　
償
還
方
法
　
担
保
に
供
さ
れ
た
年

金
の
支
払
金
を
充
当
す
る
。

　
申
込
先
　
市
中
銀
行

　
受
付
期
間
　
五
十
二
年
五
月
十
六

日
ま
で
。
八
月
一
日
～
卜
五
日
。
十

月
一
日
～
十
五
日
．
五
十
三
年
二
月
　
　
一
日
～
十
五
日
ま
で
の
四
回
。

　
参
議
院
新
潟
県
選
出
議
員

補
欠
選
挙
は
、
去
る
四
月
二

十
九
日
告
示
さ
れ
、
五
月
二

十
二
日
投
票
が
行
わ
れ
ま
す
．

　
選
挙
運
動
も
一
段
と
熱
つ
ぼ
さ
を

増
し
て
い
ま
す
が
、
国
民
が
国
政
に

参
加
す
る
唯
一
の
機
会
で
も
あ
り
ま

す
。
義
理
人
情
や
買
収
供
応
に
ょ
る

こ
と
な
く
、
み
な
さ
ん
が
自
分
の
一

票
に
大
き
な
責
任
を
も
ち
、
明
る
く

き
れ
い
な
選
挙
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
．入

場
券
を
お
忘
れ
な
く

　
人
場
券
は
、
市
政
事
務
嘱
託
員
さ

ん
を
通
じ
、
五
月
十
日
頃
お
届
け
し

ま
す
。
投
票
に
行
く
と
き
は
、
入
場

券
を
お
持
ち
の
上
、
会
場
で
係
員
か

ら
投
票
用
紙
を
受
け
と
り
投
票
し
よ

う
と
思
う
候
補
者
の
氏
名
を
ひ
と
り

だ
け
書
い
て
投
票
し
て
く
だ
さ
い
．

（
紛
失
し
て
み
つ
か
ら
な
い
方
は
、

投
票
所
で
係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ

い
）　

な
お
、
投
票
の
時
間
は
午
前
七
時

か
ら
午
後
六
時
ま
で
で
す
が
、
繰
上

げ
投
票
す
る
所
も
あ
り
ま
す
の
で
、

入
場
券
に
書
い
て
あ
る
時
間
内
に
投

票
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
四
月
十
四
日
以
後
に
市
内

転
居
を
さ
れ
た
場
合
、
旧
住
所
の
会

場
で
投
票
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
入
場
券
の
届
か
な
い
方
は
、
選
挙

事
務
室
（
市
役
所
三
階
饗
七
ー
三
一

二
番
、
有
放
五
二
五
一
四
番
）
へ

、
こ
連
絡
く
だ
さ
い
。

多
…
》
毫
《
ノ
…
》
【
～
…
ノ
多
多
》
…
～
…
ノ
多
多
…
《
ノ

難…　
建
設
課
で
扱
っ
て
い
る
仕
事
で
、

市
民
の
み
な
さ
ん
に
直
接
関
係
す
る

も
の
を
と
り
あ
げ
る
と
、
次
の
よ
う

に
な
り
ま
す
。

●
監
理
係
（
道
路
用
地
の
買
収
、
登

　
記
な
ど
の
他
、
一
般
庶
務
）

●
土
木
係
（
道
路
や
橋
の
設
計
工
事
）

●
補
修
係
（
道
や
橋
な
ど
の
修
繕
、

　
災
害
復
旧
。
除
雪
や
消
雪
パ
イ
プ

　
な
ど
）

●
都
市
計
画
係
（
都
市
計
画
道
路
や

　
公
園
の
造
成
な
ど
）

●
建
築
係
（
建
築
施
設
の
設
計
、
工

　
事
、
修
繕
や
建
築
申
請
な
ど
）

　
仕
事
の
対
象
は
、
も
ち
ろ
ん
市
の

施
設
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
が
、
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

・
県
道
や
個
人
の
施
設
な
ど
に
つ
い

て
の
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
も
少

な
く
な
く
、
正
直
の
と
こ
ろ
閉
口
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
で
も
、
で
き

る
だ
け
み
な
さ
ん
の
便
宜
を
は
か
っ

て
い
く
よ
う
努
め
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
道
路
の
改
良
、
舗
装
に
つ
い
て
の

要
望
が
た
く
さ
ん
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
予
算
と
要
望
と
を
組
み
合
わ
せ

て
、
懸
命
に
計
画
を
練
っ
て
お
り
ま

す
。
何
分
と
も
ご
協
力
の
程
を
．

　
　
　
　
　
（
上
村
建
設
課
長
）

…
婁
多
多
多
多
睾
多
多
…
…
多
》
…
ノ
多
多
多
多
多
…
…
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去
る
五
月
八
日
は
、
十
日
町
市
の
成
人
式
の
日
。
こ
の

日
，
大
人
の
仲
間
入
り
を
し
た
若
者
は
，
七
百
四
十
六
人

（
男
一
＝
二
八
・
女
四
〇
八
）
　
　
　
。

『
生
に
｝
度
し
か
味
わ
え
な
い
こ
の
セ
レ
モ
ニ
ー
を
迎
え

一
干
歳
の
若
人
は
何
を
感
じ
、
何
を
考
え
て
い
る
で
し
よ

う
か
。

　
今
月
は
、
華
や
か
な
成
人
式
を
．
よ
り
｝
層
若
者
ら
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
印
象
づ
け
よ
う
と
、
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
十
五
日
に
新
成
人
祭
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
企
画
し
て
い
る
実
行
委
員

の
み
な
さ
ん
に
、
二
十
歳

の
感
想
を
お
寄
せ
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
小
林
　
　
隆
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
蕪
重
織
物
勤
務
）

　
今
ま
で
は
、
囲
り
の
人
達
に
ま
か

せ
て
過
ご
し
て
き
た
よ
う
な
気
が
す

る
が
、
こ
れ
か
ら
は
無
気
力
だ
と
言

わ
れ
る
こ
と
な
く
、
自
分
イ
．
、
物
事
を

判
断
し
進
ん
で
行
き
た
い
。

き
た
い
、

　
涌
井
順
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
市
役
所
勤
務
）

　
実
感
と
し
て
の
二
十
歳
は
わ
か
ら

な
い
。
か
え
q
て
高
校
を
卒
業
し
た

時
大
人
を
意
識
し
ま
し
荏
、
い
ろ
い

ろ
な
事
を
や
り
、
い
ろ
い
ろ
な
事
を

経
験
し
た
い
し
、
い
つ
ま
で
も
若
く

あ
り
た
い
。

　
尾
身
つ
た
え
さ
ん

　
（
十
日
町
ド
レ
ス
メ
ー
カ
ー
在
学
）

　
ま
だ
学
校
に
行
っ
て
い
る
こ
と
で

甘
え
と
い
っ
た
も
の
が
あ
り
ま
し
た

が
、
成
人
を
期
に
、
も
っ
と
ま
じ
め

に
生
き
て
行
き
た
い
。

一一あなたもぜひご参加を一一

　今年度成人式を迎えた青年たちび）自主企

画による’77新成人祭を次び）とおり行いま

す。

日　時　5月15日（日）午後1時～5時

会場市民体育館
内容フォークダンス・ゲーム・歌なと

参加費　1人300円（当日持参ください）

用　意　軽スポーツできる服装・運動靴

＊準備の都合、希望者は5月14日までに公

　民館（本館）新成人祭実行委員会（電7

　－5011番）へ

　
大
熊
悦
子
さ
ん

　
　
　
　
（
大
島
電
気
商
会
勤
務
）

　
大
人
に
な
っ
た
と
い
う
感
じ
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
二
十
歳
に
な
っ
た
と

い
う
感
じ
で
す
．
会
社
に
入
っ
た
時

そ
の
責
任
を
痛
感
し
ま
し
た
が
、
そ

の
気
持
を
忘
れ
ず
に
が
ん
ば
り
た
い
。

　
柳
　
　
安
寿
ヤ
・
元

　
　
　
　
　
　
（
滝
文
工
業
勤
務
）

　
成
人
し
た
と
い
う
こ
と
に
こ
だ
わ

ら
ず
、
自
分
の
生
き
方
と
し
て
他
人

の
や
っ
て
い
な
い
こ
と
を
や
っ
て
行

　
渡
辺
幹
夫
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
た
き
よ
し
勤
務
）

　
十
五
歳
の
時
、
青
春
の
尊
さ
と
い

っ
た
も
の
を
知
り
、
そ
れ
以
来
ず
っ

と
山
登
り
を
し
て
き
た
が
、
二
十
歳

に
な
っ
て
も
青
春
を
大
事
に
し
て
、

満
足
の
行
く
自
分
の
歴
史
を
作
り
た

　
小
林
弘
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
市
農
協
勤
務
）

　
二
十
歳
に
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て

特
別
何
を
や
り
た
い
と
い
う
事
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
就
職
し
た
時
か
ら
や

り
た
い
と
思
っ
て
い
る
事
が
あ
り
ま

す
の
で
、
そ
れ
を
生
涯
続
け
て
行
き

た
い
。

　
飯
塚
知
弥
子
さ
ん

　
　
　
　
　
（
十
日
町
商
事
勤
務
）

　
社
会
に
入
っ
て
三
年
目
に
な
り
ま

す
が
、
今
ま
で
以
上
に
会
社
な
ど
で

役
に
立
つ
よ
う
に
な
り
た
い
と
思
い

ま
す
．
今
ま
で
自
己
中
心
的
に
生
き

て
き
た
よ
う
な
気
が
す
る
の
で
、
人

間
に
対
す
る
思
い
や
り
を
大
事
に
し

て
行
き
た
い
し
、
自
分
に
対
し
責
任

を
持
っ
て
行
き
た
い
。

　
岡
田
俊
之
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
滝
匠
勤
務
）

　
二
十
歳
に
な
っ
た
、
大
人
に
な
っ

た
と
い
う
実
感
は
な
い
し
、
自
分
自

身
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
だ
と
思
っ
て

い
る
。

　
矢
ロ
雪
江
さ
ん

　
　
　
（
信
組
十
日
町
支
店
勤
務
）

　
二
十
歳
に
な
っ
て
、
あ
ら
た
め
て

と
い
う
の
で
は
な
い
で
す
が
、
自
分

自
身
で
物
事
を
考
え
、
自
分
の
歩
く

道
と
い
っ
た
も
の
を
特
っ
て
い
た
い

そ
れ
が
、
も
し
か
し
た
ら
私
ら
し
い

個
性
、
魅
力
と
し
て
他
人
の
目
に
映

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

写真

岡
田
さ
ん

経
沢
さ
ん

福
崎
さ
ん

小
林
さ
ん

飯
塚
さ
ん

／
ー
f
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経
沢
　
　
等
さ
ん

　
　
　
　
　
（
関
織
物
勤
務
）

　
二
十
歳
に
な
っ
て
煙
草
を
や
め
た
．

で
き
れ
ば
十
代
ら
し
い
生
き
方
を
忘

れ
な
い
で
行
き
た
い
。

　
村
山
よ
し
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
根
茂
織
物
勤
務
）

　
今
ま
で
通
り
や
っ
て
行
け
れ
ば
す

ば
ら
し
い
と
田
心
う
。

　
福
崎
年
文
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
小
泉
電
気
勤
務
）

　
社
会
人
と
し
て
責
任
を
持
っ
て
行

動
し
て
行
き
た
い
。
そ
れ
が
、
一
人

前
の
人
間
と
い
わ
れ
る
第
一
歩
だ
と

思
う
。

　
福
崎
洋
子
さ
ん

　
　
　
　
（
服
部
歯
科
医
院
勤
務
）

　
二
十
歳
に
な
っ
た
の
を
き
っ
か
け

に
し
て
い
ろ
い
ろ
な
事
を
や
っ
て
み

た
い
．
今
ま
で
い
ろ
い
ろ
な
先
輩
か

ら
ア
ド
バ
イ
ス
さ
れ
て
や
っ
て
き
た

が
、
こ
れ
か
ら
は
自
分
も
後
輩
に
何

か
助
言
の
で
き
る
よ
う
な
人
問
に
な

り
た
い
。

　
金
沢
　
　
勝
さ
ん

　
　
　
　
　
（
青
山
茂
商
店
勤
務
）

　
や
っ
と
一
人
前
に
何
事
も
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
大
人
の
仲
間
入
り
が

で
き
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
若
者
ら

し
く
行
動
し
て
十
日
町
の
た
め
に
働

き
た
い
。

とお∬9」影（3）

若
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
海
外
に
ー

青
年
海
外
協
力
隊
員
墓
集

　
青
年
海
外
協
力
隊
は
、
ア
ジ
ア
、

ア
フ
リ
カ
、
中
近
東
、
中
南
米
、
南

太
平
洋
の
開
発
途
上
に
あ
る
国
々
に

対
し
て
、
経
済
、
社
会
の
発
展
の
た

め
に
技
術
・
技
能
を
身
に
つ
け
た
、

心
身
と
も
に
健
全
な
旨
本
の
青
年
を

派
遣
し
て
、
各
国
の
国
づ
く
り
に
協

力
し
て
い
ま
す
。

　
協
力
隊
で
は
、
昭
和
五
十
二
年
度

第
二
次
派
遣
の
隊
員
を
つ
ぎ
の
と
お

り
募
集
し
て
い
ま
す
．

　
資
格
満
二
十
歳
以
上
、
原
則
と

し
て
三
十
五
歳
ま
で
の
男
女
。

　
願
書
締
切
　
五
十
二
年
五
月
三
十

一
日
必
着
。

　
選
考
試
験
　
第
一
次
（
筆
記
－
論

文
・
英
語
・
技
術
）
七
月
十
七
日

第
二
次
（
面
接
－
個
人
・
技
術
・
英

会
話
）
八
月
十
五
～
二
十
日
の
一
日

　
派
遣
前
訓
練
　
四
ヵ
月
間
（
前
期

組
ー
レ
月
一
目
訓
練
開
始
二
月
中
旬

出
発
予
定
。
後
期
組
－
十
二
月
一
日

訓
練
開
始
四
月
中
旬
出
発
予
定
V

　
派
遣
期
間
　
二
年
間

　
応
募
方
法
　
応
募
方
法
等
詳
し
い

資
料
．
こ
希
望
の
方
は
、
返
信
用
切
手

（
二
百
円
）
同
封
の
上
、
青
年
海
外
協

力
隊
事
務
局
（
〒
一
吾
東
京
都
渋
谷

区
広
尾
四
－
二
－
二
四
）
へ
．

　
海
外
就
職
へ
の
説
明
と

　
　
　
　
　
　
映
画
会
を
開
催

　
国
際
協
力
事
業
団
で
は
、
ブ
ラ
ジ

ル
・
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
・
カ
ナ
ダ
な
ど

の
海
外
で
働
き
た
い
方
に
対
し
イ
＼

映
画
と
説
明
会
を
、
つ
ぎ
の
と
お
り

行
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。

　
日
時
　
五
月
二
十
日
（
金
）
午
後
六

時
半
～

　
場
所
　
市
公
民
館
本
館

　
内
容
　
映
画
と
相
談
。
　
「
海
を
渡

っ
た
青
春
」
　
「
大
地
の
詩
」
　
「
サ
ン

パ
ウ
・
で
乾
杯
」

　
そ
の
他
そ
の
他
詳
し
く
は
、
国

際
事
業
団
新
潟
事
務
所
（
新
潟
市
新

潟
駅
前
帝
石
ビ
ル
ニ
〇
七
号
　
8
0

二
五
二
（
四
七
）
一
九
一
八
番
）
へ
。

小
ロ
資
金
を
貸
し
付
け
ま
す

　
新
潟
県
民
生
部
国
民
年
金
課
で
は

昭
和
五
十
二
年
度
の
年
金
福
祉
事
業

団
が
行
う
国
民
年
金
等
の
年
金
受
給

権
を
担
保
と
す
る
小
口
資
金
の
貸
し

付
け
希
望
者
を
つ
ぎ
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

　
貸
付
対
象
者
　
現
在
、
国
民
年
金

や
厚
生
年
金
、
船
員
保
険
の
支
払
い

を
受
け
て
い
る
方
。

　
貸
付
金
額
　
年
金
支
払
金
の
一
・

五
倍
相
当
額
で
十
万
円
以
上
百
万
円

以
内
。

　
利
率
　
年
七
・
五
創
7。

　
償
還
方
法
　
担
保
に
供
さ
れ
た
年

金
の
支
払
金
を
充
当
す
る
。

　
申
込
先
　
市
中
銀
行

　
受
付
期
間
　
五
十
二
年
五
月
十
六

日
ま
で
。
八
月
一
日
～
卜
五
日
。
十

月
一
日
～
十
五
日
．
五
十
三
年
二
月
　
　
一
日
～
十
五
日
ま
で
の
四
回
。

　
参
議
院
新
潟
県
選
出
議
員

補
欠
選
挙
は
、
去
る
四
月
二

十
九
日
告
示
さ
れ
、
五
月
二

十
二
日
投
票
が
行
わ
れ
ま
す
．

　
選
挙
運
動
も
一
段
と
熱
つ
ぼ
さ
を

増
し
て
い
ま
す
が
、
国
民
が
国
政
に

参
加
す
る
唯
一
の
機
会
で
も
あ
り
ま

す
。
義
理
人
情
や
買
収
供
応
に
ょ
る

こ
と
な
く
、
み
な
さ
ん
が
自
分
の
一

票
に
大
き
な
責
任
を
も
ち
、
明
る
く

き
れ
い
な
選
挙
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
．入

場
券
を
お
忘
れ
な
く

　
人
場
券
は
、
市
政
事
務
嘱
託
員
さ

ん
を
通
じ
、
五
月
十
日
頃
お
届
け
し

ま
す
。
投
票
に
行
く
と
き
は
、
入
場

券
を
お
持
ち
の
上
、
会
場
で
係
員
か

ら
投
票
用
紙
を
受
け
と
り
投
票
し
よ

う
と
思
う
候
補
者
の
氏
名
を
ひ
と
り

だ
け
書
い
て
投
票
し
て
く
だ
さ
い
．

（
紛
失
し
て
み
つ
か
ら
な
い
方
は
、

投
票
所
で
係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ

い
）　

な
お
、
投
票
の
時
間
は
午
前
七
時

か
ら
午
後
六
時
ま
で
で
す
が
、
繰
上

げ
投
票
す
る
所
も
あ
り
ま
す
の
で
、

入
場
券
に
書
い
て
あ
る
時
間
内
に
投

票
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
四
月
十
四
日
以
後
に
市
内

転
居
を
さ
れ
た
場
合
、
旧
住
所
の
会

場
で
投
票
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
入
場
券
の
届
か
な
い
方
は
、
選
挙

事
務
室
（
市
役
所
三
階
饗
七
ー
三
一

二
番
、
有
放
五
二
五
一
四
番
）
へ

、
こ
連
絡
く
だ
さ
い
。

多
…
》
毫
《
ノ
…
》
【
～
…
ノ
多
多
》
…
～
…
ノ
多
多
…
《
ノ

難…　
建
設
課
で
扱
っ
て
い
る
仕
事
で
、

市
民
の
み
な
さ
ん
に
直
接
関
係
す
る

も
の
を
と
り
あ
げ
る
と
、
次
の
よ
う

に
な
り
ま
す
。

●
監
理
係
（
道
路
用
地
の
買
収
、
登

　
記
な
ど
の
他
、
一
般
庶
務
）

●
土
木
係
（
道
路
や
橋
の
設
計
工
事
）

●
補
修
係
（
道
や
橋
な
ど
の
修
繕
、

　
災
害
復
旧
。
除
雪
や
消
雪
パ
イ
プ

　
な
ど
）

●
都
市
計
画
係
（
都
市
計
画
道
路
や

　
公
園
の
造
成
な
ど
）

●
建
築
係
（
建
築
施
設
の
設
計
、
工

　
事
、
修
繕
や
建
築
申
請
な
ど
）

　
仕
事
の
対
象
は
、
も
ち
ろ
ん
市
の

施
設
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
が
、
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

・
県
道
や
個
人
の
施
設
な
ど
に
つ
い

て
の
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
も
少

な
く
な
く
、
正
直
の
と
こ
ろ
閉
口
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
で
も
、
で
き

る
だ
け
み
な
さ
ん
の
便
宜
を
は
か
っ

て
い
く
よ
う
努
め
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
道
路
の
改
良
、
舗
装
に
つ
い
て
の

要
望
が
た
く
さ
ん
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
予
算
と
要
望
と
を
組
み
合
わ
せ

て
、
懸
命
に
計
画
を
練
っ
て
お
り
ま

す
。
何
分
と
も
ご
協
力
の
程
を
．

　
　
　
　
　
（
上
村
建
設
課
長
）

…
婁
多
多
多
多
睾
多
多
…
…
多
》
…
ノ
多
多
多
多
多
…
…
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　5月から市民講座（第1期）が始まります。さあ、あなたも仲

間をさそっておいで下さい。5月20日’までに十日町市公民館

へ申し込みを。電話（7－5011）でも結構です。

英会話教室
いっ、どこでも簡単に

話せる英会話の基礎を
学ぶ。

毎水曜夜
　（20回）

十目町高校

関口和夫

郷土の
　　　教室
歴　史

先史時代から現代まで

の十日町（妻有）の歴

史を学ぶ。

第1・3水曜夜

　（10回）

郷土史

　研究家

焼物教室
湯のみ・花びんなど焼
物の制作技術を学ぶ。

毎金曜夜
　（20回）

L芸び）会

中林　　一

書道教室
書道の基礎を学び、生
活に役立つ書付けを身

にっける。

毎金曜夜
　（20回）

川西高校

平野綱一

園芸教室
園芸の基礎知織を学び
四季の草花づくりを楽
しむ。

第1・3火曜昼

　（10回）

1佃町高校（定）

南雲治彦

料理教室
調理を学び栄養・食品
衛生などを考える。

第1・3金曜昼

　（10回）

栄　養　上

阿部久美子

＊
対
象
　
ど
な
た
で
も
結
構
で
す
が

　初心

者
に
か
ぎ
り
ま
す
。
　
（
小
．

中
・
高
校
生
は
除
き
ま
す
。
）

＊
定
員
は
各
教
室
と
も
三
〇
名
（
英

　
会
話
の
み
二
〇
名
）
で
す
。
定
員

　
に
な
り
次
第
〆
切
り
ま
す
。
申
込

　
み
は
お
早
目
に
（
電
話
申
込
可
）

＊
受
講
料
は
無
料
で
す
が
教
材
費
は

　
各
人
負
担
で
す
。

＊
学
習
は
十
一
月
ま
で
。
時
間
は
夜

　
七
時
か
ら
九
時
（
園
芸
・
料
理
は

　
昼
一
時
半
か
ら
三
時
半
）
ま
で
公

　
民
館
（
本
館
）
で
行
い
ま
す
。

＊
学
習
成
果
は
十
一
月
の
市
民
文
化

　祭に発

表
し
ま
す
．

＊
開
講
は
「
園
芸
」
が
五
月
二
十
四

　
日
。
「
英
会
話
」
　
「
郷
土
の
歴
史
」

　
が
五
月
二
十
五
日
。
　
「
焼
物
」

　
「
書
道
」
　
「
料
理
」
が
五
月
二
十

　
七
日
で
す
。
お
い
で
く
だ
さ
い
。

＊
そ
の
時
、
本
人
宛
名
（
住
所
・
氏

　
名
）
を
上
書
き
し
た
ハ
ガ
キ
六
枚

（
連
絡
用
）
を
提
出
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
の
保
険
料
を

　
　
納
め
て
安
心
老
後
の
く
ら
し

　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
四
月
か

ら
一
ヵ
月
二
千
二
百
円
に
改
め
ら
れ

ま
し
た
。
国
民
年
金
は
、
給
付
費
用

の
三
分
の
一
を
国
庫
が
負
担
し
な
が

ら
、
老
齢
年
金
を
は
じ
め
と
し
て
各

種
年
金
額
を
引
上
げ
て
き
ま
し
た
．

　
こ
う
し
た
引
上
げ
は
今
後
も
続
き

ま
す
の
で
、
保
険
料
の
引
上
げ
が
必

要
に
な
り
ま
す
．

　
ま
た
、
老
齢
や
ケ
ガ
、
病
気
な
ど

で
収
入
を
得
る
カ
が
な
く
な
っ
た
と

き
、
そ
の
生
活
の
担
い
手
と
な
る
の

が
国
民
年
金
で
あ
り
、
一
つ
の
納
付

で
八
つ
の
給
付
と
い
わ
れ
る
よ
う
に

有
利
な
仕
組
み
に
な
っ
て
お
り
ま
す
．

　
し
か
し
、
こ
の
年
金
も
保
険
料
を

納
め
忘
れ
に
し
て
お
く
と
、
受
け
ら

れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
し
、
滞
納

す
る
と
ま
す
ま
す
額
が
か
さ
み
、
い

っ
そ
う
納
め
に
く
く
な
り
ま
す
。

　
保
険
料
は
、
決
め
ら
れ
た
期
限
ま

で
に
キ
チ
ン
と
納
め
る
よ
う
に
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

市展ボスター募集
　第10回市展は、10月8～10日に行うことになりましたが

市公民館では今年度の市展ポスターをつぎのとおり募集し

ています。どうぞふるってご応募ください。

福
祉
年
金
証
書
の
提
出
は

　
5
月
掲
日
ま
で
に

　
五
月
六
β
か
ら
福
祉
年
金
の
支
払

い
が
始
ま
り
ま
し
た
。
該
当
さ
れ
る

方
で
福
祉
年
金
の
支
払
い
を
受
け
て

い
な
い
方
は
、
至
慈
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
福
祉
年
金
の
支
払
い
が
済

ん
だ
後
、
証
書
は
市
役
所
市
民
課
團

民
年
金
係
ま
た
は
各
出
張
所
へ
、
五

月
十
五
日
ま
で
に
必
ず
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　
福
祉
年
金
証
書
を
堤
出
し
な
ハ
と

ム
肇
金
を
受
げ
ら
れ
な
い
場

含
が
生
じ
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
犠
伊

1．内容　　市展ポスターにふさわしいもの。

　　（1）大きさB3判（太洋紙の去約39c叩×54cm）

　　（2）色数地色を含め3色以内。

　　（3）使用文字　　「第10回」　「市展」

　　（4）その他　会期、会場など必要な文字は市展運営

　　　　　委員会で検討の上挿入します。又、場合によ

　　　　　　つては原画の一部を修正することがあります。

2．〆切　　7月20日（水）

3．宛先　　十日町市学校町　十日町市公民館市展係

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（TEL7－501／）

4．畜査　　第10回而展運営委員会

5．授賞　　入選4点　　賞金りO，OOO円

　　　　　　佳作数点　賞品
　　　　　　　なお、入選作品は「第10回市展ボス9一」

　　　　　　として印刷し、市内に掲示します。

6．その他　■応募作品は返却しません。

　　　　　　■応募作品の版権は．十臼町市公民館に属し

　　　　　　　ます。
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き
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豪
雪
の

　
市
雪
害
対
策
本
部
・
雪
害
対
策
室

は
雪
消
え
と
共
に
、
こ
の
ほ
ど
解
散

し
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
先
だ
ち
、
今

冬
の
雪
に
よ
る
被
害
状
況
を
ま
と
め

ま
し
た
。

　
こ
の
調
査
は
、
三
月
以
来
市
政
事

務
嘱
託
員
さ
ん
の
ご
協
力
を
得
て
行

わ
れ
た
も
の
で
、
市
内
の
民
有
施
設

の
具
体
的
な
雪
害
状
況
を
把
握
し
、

今
後
の
雪
害
対
策
の
参
考
に
す
る
こ

畿織灘

つ
め
跡

と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
し
た
．

　
調
査
結
果
に
よ
り
ま
す
と
、
一
般

家
屋
、
工
場
な
ど
合
わ
せ
て
被
害
の

総
数
は
九
百
七
十
。
二
件
、
被
害
推
定

額
一
億
六
千
七
百
五
十
七
万
六
千
円

と
な
り
、
特
に
屋
根
の
タ
ル
キ
の
破

損
が
目
立
ち
ま
し
た
。
（
別
表
参
照
）

　
ま
た
、
公
共
施
設
の
被
害
に
つ
い

て
は
、
農
協
有
放
施
設
二
百
七
万
五

千
円
．
衛
生
施
設
組
合
施
設
二
百
］

住　　　宅 ll。，叢匙 住宅兼店舗 L　　場 そ　び）他 計

4件 1件 5件 10件

全 壊
515千円 2，350千円 129，0DO千円 131，865千円

6件 1件 7件

半 壊
685千円 15千円 70〔）千円

292件 38件 25件 24件 12件 391件

→
屋　根

17，263千円 1，057千円 1，160千円 1，813千円 1，037千円 22，330千円

部 81件 15件 3件 8件 11件 118件
外　壁

損 1，950千円 246千円 200千円 160千円 2，035千伺 4，591千円

壊 そび）他

333件 44件 31件
　　蔑

23件 16件 447件

4，545千円 184千円 973千円 1，240千円 1，148千円 8，090千円

706件 105件 61件 56件 45件 973件
計

23，758千円 2，687千円 2，333千円 5，563千円 133，235千円 167，576千円

万
円
。
消
防
関
係
施
設
七
十
八
万
五

千
円
。
市
役
所
関
係
施
設
三
百
三
十

八
万
二
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
調
査
は
、
一
。
一
月
二
十
日
現

在
に
よ
る
も
の
で
、
今
冬
の
雪
害
総

確
定
被
害
で
は
な
く
、
ま
た
、
除
雪

費
用
や
そ
れ
ら
に
関
連
す
る
間
接
的

な
費
用
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

人
身
事
故
で
死
亡
一
人
を
含
む
士
。
一

人
も
の
重
軽
傷
者
が
記
録
さ
れ
る
な

ど
、
異
常
豪
雪
ぶ
り
が
み
ら
れ
ま
し

た
。労

働
保
険
料
の
申
告
は

　
　
　
5
月
1
5
日
ま
で
に
1

　
労
働
保
険
の
概
算
、
確
定
保
険
料

の
申
告
と
納
付
は
早
め
に
済
ま
せ
ま

し
よ
’
つ
。

　
申
告
・
納
付
期
間
　
五
月
十
五
日

　
　
ま
イ
、
k
．

　
申
告
・
納
付
先
　
労
働
基
準
監
督

　
　
署
、
各
銀
行
、
郵
便
局

　
申
告
・
納
付
上
の
注
意

①
申
告
書
と
納
付
書
を
切
り
は
な
さ

ず
、
こ
れ
に
保
険
料
を
添
え
て
、
銀
行

郵
便
局
等
へ
納
付
し
て
く
だ
さ
い
、

②
保
険
料
を
五
月
レ
五
日
ま
で
に
納

付
で
き
な
い
と
き
は
、
申
告
書
だ
け

を
労
働
基
準
監
督
署
に
ご
提
出
く
だ

関112月30日　重傷雪おろし中転落
係：
箋i1月8日　軽傷　　　〃
ぼ
七　i1月9日　　〃　　　　　〃
十
八i1月11日　〃　　　〃

翌1肌日重傷　〃
　　i2月4日　軽傷　　　〃

さ1　　　　 雪茜ろしび）雪塊が

　　・2月7日　 〃　ガ7スを破りその
し、　：　　　　　　　　　　　破片で切傷

の　　　ロ

　　：2月12日　　〃　雪おろし中転落
雫’
日　i2月13目　重傷　　　〃

頚2月15日軽傷雪ぴおとし嚇

働i2月24日　　〃　雪おろし中転落

基i・　　　側溝曙の1坤増
準：2月27日　　〃　水した流れに押さ
監　：　　　　　　　　　　　　れて凍傷
　替　i3月13日　死亡　雪の下敷

　
　
。
（
十
日
町
労
働
基
準
監
督
署
）

中
小
企
業
福
祉
施
設
改
善
資

金
貸
付
制
度
の
お
知
ら
せ

　
中
小
企
業
、
中
小
企
業
主
団
体
が

従
業
員
の
た
め
に
福
祉
施
設
を
建
築
、

改
善
す
る
に
必
要
な
資
金
を
、
つ
ぎ

の
と
お
り
貸
付
け
ま
す
。

　
利
用
で
き
る
人
　
●
小
売
業
・
サ

ー
ビ
ス
業
五
十
人
、
卸
売
業
百
人
以

下
の
事
業
主
、
主
た
る
構
成
員
が
中

小
企
業
で
あ
る
事
業
主
団
体
，

　
貸
付
対
象
と
な
る
施
設
　
●
従
業

員
宿
泊
施
設
●
保
険
衛
生
施
設
●
給

食
施
設
●
教
養
文
化
施
設
●
そ
の
他

の
福
利
厚
生
施
設
．

　
貸
付
限
度
額
　
所
要
総
経
費
の
九

十
％
以
内
で
、
企
業
内
施
設
は
最
高

四
百
万
円
、
共
同
施
設
は
最
高
一
f

．
乃
q

　
貸
付
の
条
件
　
●
利
率
　
県
信
用

保
証
協
会
の
保
証
の
あ
る
も
の
　
年

七
・
．
』
五
％
　
・
て
の
他
の
も
の
　
年

七
・
し
五
％
　
●
償
還
方
法
　
原
則

と
し
て
、
据
置
期
間
一
年
を
含
め
L

年
以
内
の
割
賦
償
還
．

　
申
込
の
受
付
期
問
　
五
卜
一
．
．
年
．
．
．

月
一
。
．
新
一
日
ま
て
で
す
が
、
早
め
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
、

　
申
込
方
法
　
借
入
申
込
書
に
、
労

政
事
務
所
長
の
意
見
書
を
添
え
て
取

扱
金
融
機
関
（
第
四
銀
行
・
北
越
銀

行
・
新
潟
相
互
銀
行
・
大
光
相
互
銀

行
）
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

勤
労
者
住
宅
資
金
貸
付
制

度
の
ご
利
用
を
i

　
勤
労
者
が
住
宅
を
新
築
（
購
入
・

増
改
築
）
す
る
に
必
要
な
資
金
を
、

つ
ぎ
の
と
お
り
貸
付
け
ま
す
。

　
利
用
で
き
る
人
　
●
年
収
が
お
お

む
ね
八
十
万
円
以
上
三
百
五
卜
万
円

ま
で
の
人
　
●
現
在
こ
の
貸
付
制
度

に
よ
る
借
入
れ
を
受
け
て
い
な
い
人

●
他
に
資
金
の
調
達
が
困
難
で
、
こ

の
資
金
の
借
入
れ
が
必
要
と
認
め
ら

れ
る
も
の
。

　
貸
付
額
　
十
万
円
単
位
で
』
一
卜
万

円
か
ら
二
百
万
円
ま
で
。

貸
付
の
条
件
　
●
利
率
　
年
し
・

五
％
　
●
償
還
方
法
　
十
年
以
内
の

元
金
均
等
月
賦
償
還
、
た
た
し
、
希

望
者
は
貸
付
金
額
の
三
分
の
一
以
内

で
ト
万
円
単
位
の
金
額
に
つ
い
て
は
、

ボ
ー
ナ
ス
時
増
額
返
済
を
認
め
ま
す
．

　
申
込
の
受
付
期
間
　
互
卜
二
年
十

月
一
．
一
十
一
日
主
で
で
す
が
、
早
い
時

期
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
、

　
申
込
方
法
　
借
入
申
込
書
、
．
一
部
を

取
扱
金
融
機
関
（
第
四
銀
行
、
北
越

銀
行
、
新
潟
相
互
銀
行
、
大
光
相
互

銀
行
）
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

米
の
生
産
調
整
は

　
今
年
も
実
施
さ
れ
ま
す

　
田
に
米
を
作
ら
な
い
で
ト
マ
ト
・

ナ
ス
な
ど
の
野
菜
を
作
る
米
の
生
産

調
整
（
水
田
総
合
利
用
対
策
）
は
今

年
も
実
施
さ
れ
ま
ナ
。

　
し
か
し
、
米
の
生
産
調
整
を
実
施

し
て
も
、
計
画
書
を
提
出
し
て
い
た

だ
か
な
い
と
補
助
金
が
で
ま
せ
ん
。

　
計
画
書
は
、
五
月
二
十
日
虫
呑
、
二

市
役
駈
農
林
課
へ
握
出
し
て
く
だ
さ

い
。
非
農
家
の
方
も
、
農
事
連
絡
員

あ
る
い
は
農
林
課
ま
で
お
い
で
い
た

だ
き
、
計
画
書
に
記
入
し
て
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

権現橋完成〃’

　昨年以来工事が進められていた権

現橋（猿倉地内）は、総工賛930万
円でこのほど完成。去る4目20臼現
地で喜びの竣工式が行われました。

　木橋から幅3．5m、長さ／1．4mの
永久橋に生まれ変わったこの橋で、

当日は関係者の見守る中、地元の長
老を先頭に渡り初めが行われました。
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　5月から市民講座（第1期）が始まります。さあ、あなたも仲

間をさそっておいで下さい。5月20日’までに十日町市公民館

へ申し込みを。電話（7－5011）でも結構です。

英会話教室
いっ、どこでも簡単に

話せる英会話の基礎を
学ぶ。

毎水曜夜
　（20回）

十目町高校

関口和夫

郷土の
　　　教室
歴　史

先史時代から現代まで

の十日町（妻有）の歴

史を学ぶ。

第1・3水曜夜

　（10回）

郷土史

　研究家

焼物教室
湯のみ・花びんなど焼
物の制作技術を学ぶ。

毎金曜夜
　（20回）

L芸び）会

中林　　一

書道教室
書道の基礎を学び、生
活に役立つ書付けを身

にっける。

毎金曜夜
　（20回）

川西高校

平野綱一

園芸教室
園芸の基礎知織を学び
四季の草花づくりを楽
しむ。

第1・3火曜昼

　（10回）

1佃町高校（定）

南雲治彦

料理教室
調理を学び栄養・食品
衛生などを考える。

第1・3金曜昼

　（10回）

栄　養　上

阿部久美子

＊
対
象
　
ど
な
た
で
も
結
構
で
す
が

　初心

者
に
か
ぎ
り
ま
す
。
　
（
小
．

中
・
高
校
生
は
除
き
ま
す
。
）

＊
定
員
は
各
教
室
と
も
三
〇
名
（
英

　
会
話
の
み
二
〇
名
）
で
す
。
定
員

　
に
な
り
次
第
〆
切
り
ま
す
。
申
込

　
み
は
お
早
目
に
（
電
話
申
込
可
）

＊
受
講
料
は
無
料
で
す
が
教
材
費
は

　
各
人
負
担
で
す
。

＊
学
習
は
十
一
月
ま
で
。
時
間
は
夜

　
七
時
か
ら
九
時
（
園
芸
・
料
理
は

　
昼
一
時
半
か
ら
三
時
半
）
ま
で
公

　
民
館
（
本
館
）
で
行
い
ま
す
。

＊
学
習
成
果
は
十
一
月
の
市
民
文
化

　祭に発

表
し
ま
す
．

＊
開
講
は
「
園
芸
」
が
五
月
二
十
四

　
日
。
「
英
会
話
」
　
「
郷
土
の
歴
史
」

　
が
五
月
二
十
五
日
。
　
「
焼
物
」

　
「
書
道
」
　
「
料
理
」
が
五
月
二
十

　
七
日
で
す
。
お
い
で
く
だ
さ
い
。

＊
そ
の
時
、
本
人
宛
名
（
住
所
・
氏

　
名
）
を
上
書
き
し
た
ハ
ガ
キ
六
枚

（
連
絡
用
）
を
提
出
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
の
保
険
料
を

　
　
納
め
て
安
心
老
後
の
く
ら
し

　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
四
月
か

ら
一
ヵ
月
二
千
二
百
円
に
改
め
ら
れ

ま
し
た
。
国
民
年
金
は
、
給
付
費
用

の
三
分
の
一
を
国
庫
が
負
担
し
な
が

ら
、
老
齢
年
金
を
は
じ
め
と
し
て
各

種
年
金
額
を
引
上
げ
て
き
ま
し
た
．

　
こ
う
し
た
引
上
げ
は
今
後
も
続
き

ま
す
の
で
、
保
険
料
の
引
上
げ
が
必

要
に
な
り
ま
す
．

　
ま
た
、
老
齢
や
ケ
ガ
、
病
気
な
ど

で
収
入
を
得
る
カ
が
な
く
な
っ
た
と

き
、
そ
の
生
活
の
担
い
手
と
な
る
の

が
国
民
年
金
で
あ
り
、
一
つ
の
納
付

で
八
つ
の
給
付
と
い
わ
れ
る
よ
う
に

有
利
な
仕
組
み
に
な
っ
て
お
り
ま
す
．

　
し
か
し
、
こ
の
年
金
も
保
険
料
を

納
め
忘
れ
に
し
て
お
く
と
、
受
け
ら

れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
し
、
滞
納

す
る
と
ま
す
ま
す
額
が
か
さ
み
、
い

っ
そ
う
納
め
に
く
く
な
り
ま
す
。

　
保
険
料
は
、
決
め
ら
れ
た
期
限
ま

で
に
キ
チ
ン
と
納
め
る
よ
う
に
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

市展ボスター募集
　第10回市展は、10月8～10日に行うことになりましたが

市公民館では今年度の市展ポスターをつぎのとおり募集し

ています。どうぞふるってご応募ください。

福
祉
年
金
証
書
の
提
出
は

　
5
月
掲
日
ま
で
に

　
五
月
六
β
か
ら
福
祉
年
金
の
支
払

い
が
始
ま
り
ま
し
た
。
該
当
さ
れ
る

方
で
福
祉
年
金
の
支
払
い
を
受
け
て

い
な
い
方
は
、
至
慈
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
福
祉
年
金
の
支
払
い
が
済

ん
だ
後
、
証
書
は
市
役
所
市
民
課
團

民
年
金
係
ま
た
は
各
出
張
所
へ
、
五

月
十
五
日
ま
で
に
必
ず
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　
福
祉
年
金
証
書
を
堤
出
し
な
ハ
と

ム
肇
金
を
受
げ
ら
れ
な
い
場

含
が
生
じ
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
犠
伊

1．内容　　市展ポスターにふさわしいもの。

　　（1）大きさB3判（太洋紙の去約39c叩×54cm）

　　（2）色数地色を含め3色以内。

　　（3）使用文字　　「第10回」　「市展」

　　（4）その他　会期、会場など必要な文字は市展運営

　　　　　委員会で検討の上挿入します。又、場合によ

　　　　　　つては原画の一部を修正することがあります。

2．〆切　　7月20日（水）

3．宛先　　十日町市学校町　十日町市公民館市展係

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（TEL7－501／）

4．畜査　　第10回而展運営委員会

5．授賞　　入選4点　　賞金りO，OOO円

　　　　　　佳作数点　賞品
　　　　　　　なお、入選作品は「第10回市展ボス9一」

　　　　　　として印刷し、市内に掲示します。

6．その他　■応募作品は返却しません。

　　　　　　■応募作品の版権は．十臼町市公民館に属し

　　　　　　　ます。
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豪
雪
の

　
市
雪
害
対
策
本
部
・
雪
害
対
策
室

は
雪
消
え
と
共
に
、
こ
の
ほ
ど
解
散

し
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
先
だ
ち
、
今

冬
の
雪
に
よ
る
被
害
状
況
を
ま
と
め

ま
し
た
。

　
こ
の
調
査
は
、
三
月
以
来
市
政
事

務
嘱
託
員
さ
ん
の
ご
協
力
を
得
て
行

わ
れ
た
も
の
で
、
市
内
の
民
有
施
設

の
具
体
的
な
雪
害
状
況
を
把
握
し
、

今
後
の
雪
害
対
策
の
参
考
に
す
る
こ

畿織灘

つ
め
跡

と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
し
た
．

　
調
査
結
果
に
よ
り
ま
す
と
、
一
般

家
屋
、
工
場
な
ど
合
わ
せ
て
被
害
の

総
数
は
九
百
七
十
。
二
件
、
被
害
推
定

額
一
億
六
千
七
百
五
十
七
万
六
千
円

と
な
り
、
特
に
屋
根
の
タ
ル
キ
の
破

損
が
目
立
ち
ま
し
た
。
（
別
表
参
照
）

　
ま
た
、
公
共
施
設
の
被
害
に
つ
い

て
は
、
農
協
有
放
施
設
二
百
七
万
五

千
円
．
衛
生
施
設
組
合
施
設
二
百
］

住　　　宅 ll。，叢匙 住宅兼店舗 L　　場 そ　び）他 計

4件 1件 5件 10件

全 壊
515千円 2，350千円 129，0DO千円 131，865千円

6件 1件 7件

半 壊
685千円 15千円 70〔）千円

292件 38件 25件 24件 12件 391件

→
屋　根

17，263千円 1，057千円 1，160千円 1，813千円 1，037千円 22，330千円

部 81件 15件 3件 8件 11件 118件
外　壁

損 1，950千円 246千円 200千円 160千円 2，035千伺 4，591千円

壊 そび）他

333件 44件 31件
　　蔑

23件 16件 447件

4，545千円 184千円 973千円 1，240千円 1，148千円 8，090千円

706件 105件 61件 56件 45件 973件
計

23，758千円 2，687千円 2，333千円 5，563千円 133，235千円 167，576千円

万
円
。
消
防
関
係
施
設
七
十
八
万
五

千
円
。
市
役
所
関
係
施
設
三
百
三
十

八
万
二
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
調
査
は
、
一
。
一
月
二
十
日
現

在
に
よ
る
も
の
で
、
今
冬
の
雪
害
総

確
定
被
害
で
は
な
く
、
ま
た
、
除
雪

費
用
や
そ
れ
ら
に
関
連
す
る
間
接
的

な
費
用
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

人
身
事
故
で
死
亡
一
人
を
含
む
士
。
一

人
も
の
重
軽
傷
者
が
記
録
さ
れ
る
な

ど
、
異
常
豪
雪
ぶ
り
が
み
ら
れ
ま
し

た
。労

働
保
険
料
の
申
告
は

　
　
　
5
月
1
5
日
ま
で
に
1

　
労
働
保
険
の
概
算
、
確
定
保
険
料

の
申
告
と
納
付
は
早
め
に
済
ま
せ
ま

し
よ
’
つ
。

　
申
告
・
納
付
期
間
　
五
月
十
五
日

　
　
ま
イ
、
k
．

　
申
告
・
納
付
先
　
労
働
基
準
監
督

　
　
署
、
各
銀
行
、
郵
便
局

　
申
告
・
納
付
上
の
注
意

①
申
告
書
と
納
付
書
を
切
り
は
な
さ

ず
、
こ
れ
に
保
険
料
を
添
え
て
、
銀
行

郵
便
局
等
へ
納
付
し
て
く
だ
さ
い
、

②
保
険
料
を
五
月
レ
五
日
ま
で
に
納

付
で
き
な
い
と
き
は
、
申
告
書
だ
け

を
労
働
基
準
監
督
署
に
ご
提
出
く
だ

関112月30日　重傷雪おろし中転落
係：
箋i1月8日　軽傷　　　〃
ぼ
七　i1月9日　　〃　　　　　〃
十
八i1月11日　〃　　　〃

翌1肌日重傷　〃
　　i2月4日　軽傷　　　〃

さ1　　　　 雪茜ろしび）雪塊が

　　・2月7日　 〃　ガ7スを破りその
し、　：　　　　　　　　　　　破片で切傷

の　　　ロ

　　：2月12日　　〃　雪おろし中転落
雫’
日　i2月13目　重傷　　　〃

頚2月15日軽傷雪ぴおとし嚇

働i2月24日　　〃　雪おろし中転落

基i・　　　側溝曙の1坤増
準：2月27日　　〃　水した流れに押さ
監　：　　　　　　　　　　　　れて凍傷
　替　i3月13日　死亡　雪の下敷

　
　
。
（
十
日
町
労
働
基
準
監
督
署
）

中
小
企
業
福
祉
施
設
改
善
資

金
貸
付
制
度
の
お
知
ら
せ

　
中
小
企
業
、
中
小
企
業
主
団
体
が

従
業
員
の
た
め
に
福
祉
施
設
を
建
築
、

改
善
す
る
に
必
要
な
資
金
を
、
つ
ぎ

の
と
お
り
貸
付
け
ま
す
。

　
利
用
で
き
る
人
　
●
小
売
業
・
サ

ー
ビ
ス
業
五
十
人
、
卸
売
業
百
人
以

下
の
事
業
主
、
主
た
る
構
成
員
が
中

小
企
業
で
あ
る
事
業
主
団
体
，

　
貸
付
対
象
と
な
る
施
設
　
●
従
業

員
宿
泊
施
設
●
保
険
衛
生
施
設
●
給

食
施
設
●
教
養
文
化
施
設
●
そ
の
他

の
福
利
厚
生
施
設
．

　
貸
付
限
度
額
　
所
要
総
経
費
の
九

十
％
以
内
で
、
企
業
内
施
設
は
最
高

四
百
万
円
、
共
同
施
設
は
最
高
一
f

．
乃
q

　
貸
付
の
条
件
　
●
利
率
　
県
信
用

保
証
協
会
の
保
証
の
あ
る
も
の
　
年

七
・
．
』
五
％
　
・
て
の
他
の
も
の
　
年

七
・
し
五
％
　
●
償
還
方
法
　
原
則

と
し
て
、
据
置
期
間
一
年
を
含
め
L

年
以
内
の
割
賦
償
還
．

　
申
込
の
受
付
期
問
　
五
卜
一
．
．
年
．
．
．

月
一
。
．
新
一
日
ま
て
で
す
が
、
早
め
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
、

　
申
込
方
法
　
借
入
申
込
書
に
、
労

政
事
務
所
長
の
意
見
書
を
添
え
て
取

扱
金
融
機
関
（
第
四
銀
行
・
北
越
銀

行
・
新
潟
相
互
銀
行
・
大
光
相
互
銀

行
）
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

勤
労
者
住
宅
資
金
貸
付
制

度
の
ご
利
用
を
i

　
勤
労
者
が
住
宅
を
新
築
（
購
入
・

増
改
築
）
す
る
に
必
要
な
資
金
を
、

つ
ぎ
の
と
お
り
貸
付
け
ま
す
。

　
利
用
で
き
る
人
　
●
年
収
が
お
お

む
ね
八
十
万
円
以
上
三
百
五
卜
万
円

ま
で
の
人
　
●
現
在
こ
の
貸
付
制
度

に
よ
る
借
入
れ
を
受
け
て
い
な
い
人

●
他
に
資
金
の
調
達
が
困
難
で
、
こ

の
資
金
の
借
入
れ
が
必
要
と
認
め
ら

れ
る
も
の
。

　
貸
付
額
　
十
万
円
単
位
で
』
一
卜
万

円
か
ら
二
百
万
円
ま
で
。

貸
付
の
条
件
　
●
利
率
　
年
し
・

五
％
　
●
償
還
方
法
　
十
年
以
内
の

元
金
均
等
月
賦
償
還
、
た
た
し
、
希

望
者
は
貸
付
金
額
の
三
分
の
一
以
内

で
ト
万
円
単
位
の
金
額
に
つ
い
て
は
、

ボ
ー
ナ
ス
時
増
額
返
済
を
認
め
ま
す
．

　
申
込
の
受
付
期
間
　
互
卜
二
年
十

月
一
．
一
十
一
日
主
で
で
す
が
、
早
い
時

期
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
、

　
申
込
方
法
　
借
入
申
込
書
、
．
一
部
を

取
扱
金
融
機
関
（
第
四
銀
行
、
北
越

銀
行
、
新
潟
相
互
銀
行
、
大
光
相
互

銀
行
）
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

米
の
生
産
調
整
は

　
今
年
も
実
施
さ
れ
ま
す

　
田
に
米
を
作
ら
な
い
で
ト
マ
ト
・

ナ
ス
な
ど
の
野
菜
を
作
る
米
の
生
産

調
整
（
水
田
総
合
利
用
対
策
）
は
今

年
も
実
施
さ
れ
ま
ナ
。

　
し
か
し
、
米
の
生
産
調
整
を
実
施

し
て
も
、
計
画
書
を
提
出
し
て
い
た

だ
か
な
い
と
補
助
金
が
で
ま
せ
ん
。

　
計
画
書
は
、
五
月
二
十
日
虫
呑
、
二

市
役
駈
農
林
課
へ
握
出
し
て
く
だ
さ

い
。
非
農
家
の
方
も
、
農
事
連
絡
員

あ
る
い
は
農
林
課
ま
で
お
い
で
い
た

だ
き
、
計
画
書
に
記
入
し
て
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

権現橋完成〃’

　昨年以来工事が進められていた権

現橋（猿倉地内）は、総工賛930万
円でこのほど完成。去る4目20臼現
地で喜びの竣工式が行われました。

　木橋から幅3．5m、長さ／1．4mの
永久橋に生まれ変わったこの橋で、

当日は関係者の見守る中、地元の長
老を先頭に渡り初めが行われました。
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2
団
体
41
人
を
表
彰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
献
血
友
の
会

　
十
日
町
市
献
血
友
の
会
連
合
会
（

馬
場
文
平
会
長
）
で
は
、
去
る
四
月

二
十
二
日
、
市
公
民
館
で
総
会
を
開

き
、
五
十
二
年
度
の
事
業
計
画
な
ど

に
つ
い
て
決
め
ま
し
た
。

　
献
血
友
の
会
は
、
昭
和
四
レ
四
年

に
結
成
さ
れ
、
以
来
献
血
に
対
す
る

趣
旨
の
普
及
活
動
と
と
も
に
、
多
く

の
血
液
の
提
供
を
通
し
て
、
地
域
社

会
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
．

　
今
年
度
も
、
十
二
月
ま
で
に
十
八

回
、
二
千
四
百
八
レ
ニ
人
を
目
標
に

献
血
実
施
計
画
を
た
て
、
広
く
一
般

に
協
力
を
求
め
る
．
』
と
に
し
て
い
ま

す
。

ガ
し
こ
い
消
費
者
⑭

b
　
　
　
消
費
者
協
会
へ

　
　
　
　
　
参
加
し
ま
せ
ん
か

ジ
支
鰭
難
錆

　
e

　
　
　
年
で
三
年
目
を
迎
え
ま

　
　
　
し
た
。
消
費
生
活
の
基

　
　
　
本
と
な
る
知
識
の
修
得
　
イ

簿
　
蜜

邑
鮮
謬

黛
驚
墨

彦
〃
蓬
藷
恥

　
な
お
、
こ
の
口
の
総
会
の
席
上
で

つ
ぎ
の
と
お
り
、
レ
回
以
上
に
わ
た

る
献
血
功
労
者
四
レ
一
人
と
、
献
血

推
進
功
労
団
体
と
し
て
二
事
業
所
を

市
血
液
対
策
協
議
会
（
春
日
由
三
会

長
）
名
で
表
彰
し
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

20回表彰を受ける馬場さん

　
団
体
　
㈱
滝
泰
（
四
日
町
第
四
）

　
　
　
．
．
．
洋
自
動
車
㈱
（
本
町
七
）

　
個
人
　
〔
二
十
回
以
上
〕
　
村
竹
修

（
本
町
・
．
一
）
生
越
和
明
（
上
新
田
）
斉

木
和
明
（
栄
町
）
池
田
照
三
（
河
内
町
）

馬
場
昭
三
（
高
田
町
四
）
佐
藤
栄
（
笹

ノ
沢
）
　
〔
十
回
以
上
〕
塩
川
敬
一

（
八
幡
田
町
）
ほ
か
三
十
四
人
．
、

出
稼
ぎ
者
健
康
診
断
を
実
施

　
十
日
町
公
共
職
業
安
定
所
で
は
、

つ
ぎ
の
と
お
り
出
稼
ぎ
者
「
無
料
健

康
診
断
」
を
実
施
し
ま
す
．

　
こ
れ
か
ら
迎
え
る
農
繁
期
や
夏
場

の
就
労
に
備
え
る
た
め
に
も
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
日
時
と
会
場
　
五
月
二
十
日
・
二

十
五
日
・
二
十
七
日
（
市
民
会
館
V

　
五
月
二
十
三
日
（
十
日
町
保
健
所
）

受
付
時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
前
九
時

半
～
十
一
時
・
午
後
一
時
～
二
時
半

　
検
診
内
容
　
問
診
・
検
尿
・
血
圧

測
定
・
聴
診
・
血
液
検
査
・
検
便
・

指
導
な
ど
。

　
当
日
持
参
す
る
も
の
　
出
稼
ぎ
労

働
者
手
帳
・
検
便
の
た
め
の
便
．

　
そ
の
他
　
眼
底
検
査
を
実
施
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
車
等
の
運

転
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
検
査
当
日

必
要
な
方
に
職
業
相
談
を
行
い
ま
す
．

停
電
の
お
知
ら
せ

　
▽
五
月
十
三
日
（
金
）
　
午
前
八
時

～
正
午
ま
で
、
川
治
下
町
第
．
』
の
一

部
・
川
治
内
後
・
明
石
町
の
一
部
・

川
治
中
町
・
川
治
上
町
・
六
箇
中
村

山
谷
・
麻
畑
・
田
麦
・
六
箇
野
中
・

ニ
ツ
屋
・
池
沢
・
源
田
・
水
沢
野
中

当
間
・
鍬
柄
沢
・
塩
之
又
・
辰
ヶ
平

大
黒
沢
・
小
黒
沢
・
伊
達
・
新
宮
・

天
池
・
細
尾
・
池
ノ
尻
・
漆
島
・
土

市
の
一
部
・
谷
内
丑
、
▽
五
月
．
一
十

四
日
（
火
）
　
午
前
九
時
～
正
午
ま
で

学
校
町
一
丁
目
の
一
部
・
学
校
町
二

丁
目
．
▽
五
月
三
十
日
（
月
）
　
午
前

九
時
～
正
午
ま
で
、
高
田
町
．
．
西
の

】
部
・
高
田
町
四
・
五
の
一
部
・
島

の
一
部
・
春
日
町
二
・
．
．
あ
一
部
・

錦
町
一
・
二
の
一
部
・
高
山
第
二
・

第
三
・
第
四
．
▽
五
月
、
．
干
一
日
（
火
）

午
前
九
時
～
正
午
ま
で
、
田
中
町
本

通
り
の
一
部
・
本
町
五
丁
目
の
一
部
。

　
　
O

　
　
。
　
ン

趣
翻

　
O

　
　
　
　
b

　
　
6
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融
母
ぜ
ん
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も
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P
昏
ミ
．

咬
ミ
博
酬
し
も

　
　
　
、

卑
く
廿
覧
苛
叶

　
　
雌
享
㎏
・
－

ど
㌻
於
ぜ
い
も
％
：

　
、

糎離匙

裳
凶

　
　
　
、

嬉
允
智
け
ビ
ー

‘
、
、
鰍
朧

笏
傷

へ
釜
角

タ
ノ
．
？

　
ー
、
　
O

紺
　
　
、

　
　
　
　
卜

∈
辱
月
，
っ
“
＼
，

　
や
ー
　
φ
”

　
　
　
　
　
　
7

　
　
　
噌

　
　
　
O

”
（

劇6
“

　
O

帝　
々
．
h
●

喚
。
ー
　
．
　
、
、
　
、

　
　
　
　
瓢

．
諮
冨
喬

鮮蚤

畿
翌

獄
護

よ
ら
、
ほ
ん
ど
・

忘
｝
馬
・
‡
炉

　
　
　
　
　
以
£
恥
。
■

璽

寄
付
あ
り
が
と
う

　
社
会
福
祉
事
業
へ

▽
高
橋
健
一
（
七
軒
町
）
五
万
円

（
香
典
返
し
V
　
▽
酒
井
梅
子
（
西
浦

東
）
三
万
円
（
香
典
返
し
）
▽
大
島

辰
生
（
本
町
一
）
五
千
円
（
香
典
返

し
）
▽
大
熊
喜
作
（
中
条
上
町
）
二

万
円
（
香
典
返
し
）
▽
根
津
洋
子

（
西
浦
東
）
千
円
▽
鷹
の
湯
（
六
箇
）

老
人
ホ
ー
ム
入
所
者
招
待
（
五
十
人
）

　
ト
ル
コ
地
震
救
援
金

▽
二
瓶
ケ
サ
（
旭
ヶ
丘
）
四
千
円
．

消
火
器
の
悪
質

　
　
訪
問
販
売
に
ご
注
意
－

　
毎
年
の
こ
と
で
す
が
、
消
火
器
の

家
庭
訪
間
販
売
で
、
詐
欺
的
あ
る
い

は
恐
喝
的
な
手
段
を
用
い
て
強
引
に

消
火
器
を
押
売
り
す
る
事
例
が
続
出

し
て
い
ま
す
の
で
、
特
に
つ
ぎ
の
こ

と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
■
販
売
員
が
平
素
取
引
の
あ
る
店

の
者
か
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

　
■
価
格
を
市
販
さ
れ
て
い
る
品
物

と
比
較
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
■
不
審
に
思
っ
た
と
き
は
、
消
防

署
ま
た
は
警
察
署
へ
早
く
通
報
し
て

く
だ
さ
い
。

　
ゆ
ず
り
ま
す

　
ゆ
ず
つ
て
く
だ
さ
い

　
昨
年
発
足
し
た
不
用
品
交
換
登
録

制
度
は
、
大
変
好
評
で
し
た
、

引
き

続
き
五
十
二
年
度
分
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
の
家
庭
で
、
ま
だ
十
分

使
用
で
き
る
の
に
使
わ
れ
て
い
な
い

不
用
品
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
新
品
、

中
古
ど
ち
ら
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
ゆ
ず
っ
て
ほ
し
い
方
は
い

ま
せ
ん
か
．
子
供
用
品
、
電
気
製
品
、

ペ
ッ
ト
、
家
具
等
な
ん
で
も
結
構
で

す
。◆

4
月
末
目
ま
で
の
受
付
分
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年
度
分
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　　　　　　　　一山菜を味わう会

　妻有地万は山菜の宝庫。日躍日ともなれば、気楽なレジャーと実益をかねて

新緑の山々に出かける家族連れも多い。

　ここ小泉の宝泉寺でも、去る5月211ヨに「山菜を味わう会」（山内軍Ψ代表）

が開かれ、ワラビ・ゼンマイ・山ウドからスミレの花・アザミなどまでの様々

な山菜に、集まった300人近くの人々が、心ゆくまで舌つづみをうった。


